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地域再生計画の概要 

 名寄市では、まちづくりの柱に「教育」を位置付け、市立の短大、高校を運営し

てきた。高校は平成１３年度末に閉校になったが、少子・高齢化社会に対応した保

健・医療・福祉の連携したカリキュラムによる人材を養成する（仮称）市立名寄大

学を平成１８年４月に開学することを目指し、大学を中心としたまちづくりを進め

ている。旧高校をリニューアルし、大学の校舎と生涯学習センター的な機能を持た

せることにより、市民公開講座の開設、市民と学生の交流、ボランティアの活動拠

点として有効活用及び設備投資額の抑制を図る。 

適用される主な支援措置 

・公共施設を転用する事業へのリニューアル債の措

置 

 

 

 

 

 

名寄市 

 

 生涯学習センターを活用したまちづくり  
＝ 安全･安心を確保した心豊かな地域の創造 ＝ 

 
道北地域研究所 

 地域保健 
 
幼児教育 
子育て支援 

 地域医療 
 地域福祉 

 
地域の活性化 

 
保 健 
【栄養学科】 

 
医 療 
【看護学科】 

 
福 祉 

【社会福祉学科】 

 
短期大学部 
【児童学科】 

旧恵陵高校 
リニューアル 

地域に密着した研究 
研究成果の地域への還元 

各地域の計画づくり 

定住人口の拡大 
・消費の拡大 
・新たな雇用の創出 

保健･医療･福祉面からの暮らしの支え 
地域づくりへの人材供給 

生涯学習センター  
・ 高齢化社会における食と 
栄養 
・ 健康体操、レクリエーショ 
ン 
・ 家族介護の基礎知識 

・ 市民の活動、交流の拠点 

(仮称)市立名寄大学 

 大学を中心としたまちづくり  
＝ 心身ともに健やかな生活を支え、若者とお年寄りの共助による地域の活性化 ＝ 


